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インデックスに戻る

１５． 数列

１５－２．いろいろな数列

１５－２－２．階差数列

１５－２－２－３．数列の和と一般項の関係

数列 na の初項から第 n 項までの和を nS とする。 2n のとき

nnn aaaaaS  1321 

13211   nn aaaaS 
であるから

nnn aSS  1

が成り立つ。また、

11 aS 

である。

数列の和と一般項の関係

数列 na の初項から第 n 項までの和を nS とすると

11 Sa 
2n のとき、 1 nnn SSa
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（例）

数列 na の初項から第 n 項までの和を nS とする。

nnSn 22 

が成り立つとき、 na の一般項を求めよう。まず

3211212
11  Sa

である。 2n のときは

na

1 nn SS

      1212 22  nnnn

   22122 22  nnnnn
   12 22  nnn

12  n
すなわち、 2n のとき

12  nan …①

関係式①は 1n のときにも成り立っている。よって

12  nan （ 1n ）
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（例）

数列 na の初項から第 n 項までの和を nS とする。

122  nnSn

が成り立つとき、 na の一般項を求めよう。まず

411212
11  Sa

である。 2n のときは

na

1 nn SS

      112112 22  nnnn

      1221212 22  nnnnn
  22 12 nnn 

12  n
すなわち、 2n のとき

12  nan …①

関係式①は 1n のときには成り立たない。よって
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